20111211部礼拝

人生の反転(ルカ6:20-26)
たぶん、人生の最大のテーマでもあり、永遠のテーマでもあると思います。幸せはいったい何なのか。どこに本当の幸せがあるのか。何が真の幸せなのか。そして、だれが真に幸せな人なのかという質問、テーマは昔も今も変わらず、ずっと取り上げられ、しかし、その答えが見つからない、そのようなテーマではないでしょうか。その中で私たちクリスチャンの一人一人は、このことに対してしっかりと答えを見つけ握って、確信を持って幸福の伝道師として残りの生涯を歩いて行かなければなりません。そのように、私たちは祝福されている存在であるということをもう一度確認していきたいと思います。
1． 人々の幸せへの基準
イエスさまは弟子たちを集めて、そこに一緒にいた、当時「僕は幸せです」と偉そうに自慢していた人たちに向かって語られたメッセージの内容が今日の聖書の箇所です。イエスさまのお話の中には世の中の人々が言っている、人々が話している幸せの基準というものは何なのかということがよく見られます。
1） 富んで、食べ飽きて、笑って、ほめられる
　今日の聖書には富む者、そして食べ飽きている者、笑う者、ほめられる者などの表現がそこに紹介されています。世の中では幸せというものは、このように富んでいること、豊かになっていること、たくさん所有していること、今の言葉で簡単に言いますと大金持ち、そこに幸せがあるだろう、そのような人が幸せな者ではないのかと言います。ですから、私たちの経済的なレベルで見たときには、もう死んでしまいましたがスティーブ・ジョブズのような人はものすごく幸せだろうと思うのです。アイフォンによって彼の手に入っていった富というものはものすごいものではないでしょうか。この間、韓国に行って聞きましたが、今、韓流のＫＰＯＰとかの先駆者であり、今も先頭に立って引っ張っている人が、昔、歌手の出身でしたが韓国で株式のランクで１位になっているようです。ものすごいお金を設けているみたいです。そういうところに幸せがあるだろうと思います。別に金持ちというのが悪いわけではありません。ただ、それが本当に幸せの基準なのかということです。食べ飽きたというのは食べすぎたということとは違います。おいしいもの、珍しいもの、そして、高級なものなどをいっぱい食べているということです。今は日本の場合は食べることに対してそんなに深刻な問題ではないでしょうが、今も１日１回しか食事ができない国も少なくありません。昔は食べることというのは非常に大切なテーマでした。そのようなときに、食べ飽きたということ、生活をしていて食べることに困らない、あるいは笑うことがたくさんあって、つまり、人間的にうまくいって良いことがたくさんあったということでしょう。まわりからはほめ言葉をいっぱい聞くという立場です。この間もだれかに聞きましたが、子どもさんが学校で総合トップになり親も子どもと一緒に表彰台に上がるという名誉あることだったので、ものすごくうれしくて喜んでいるということを聞き、また見たのですが、もちろん、それは良かったし、良いことだと思います。まわりからほめられることなど、そのようなレベルでそこに幸せがあるだろう、そのような人は幸せな者でしょうとついとても簡単に思ってしまいます。
2） 貧しくて、飢えて、泣いて、憎まれる
　そのかわり、反対に貧しい者、とても貧乏な人間、食べ物に困って、経済にものすごく困って、そして、生活のために苦労している人、あらゆる理由で泣いている人、悲しむ人、泣くしかないいろいろな状況、さまざまな問題に取り囲まれている人、また、ここはイエスさまがその理由でありますが、まわりから悪口を言われ、指を差されるようなことがある人、社会的に言いますと、社会から疎外されているようなグループ、マイナーなグループなど、そちらは不幸だろう、そこは大変だろうという評価をしてしまいます。それが人々の、世の中の幸せの基準です。
３）勝ち組と負け組
　そのことによって、今、勝ち組、負け組と分けて評価し考えるようになっています。もう一度言いますが、金持ちや裕福に暮らしていること、それが悪いというわけではありません。とにかく、それらが基準なのでそれによって勝ち組、負け組に分かれ、表に出すか出さないかは別にして、勝ち組の方は優越感を持つようになります。その反対に負け組だと評価されているグループに属している人々は劣等感を持つようになります。結局、今、社会にさまざまな犯罪やいろいろな問題やトラブルが起きているのも、その根底に自分は負け組だという意識の中で理由がどのような理由であれ、その劣等感などを持ってあきらめてしまうか、あるいはそれが社会や他の人に対してうっぷんを晴らすように爆発することによっていろいろな犯罪が起きているのではないでしょうか。小さいときから温かい愛情をもつ親の元に生まれ、親に愛され育つ人と比べたときに、虐待されたり、家庭環境が正常じゃない、普通じゃない家庭で育つ子どもたちは、その言葉を知るか知らないかは別にして、「負け組」という意識を持つのです。「私はもうだめで不幸な人間だ」という思いを溜めてどちらかの方に行きます。最近、三郷市と言う名前がテレビのニュースに頻繁に出るようになりましたが、それは名誉なことではなく、その反対の理由でそうなりました。その犯人の子どもがなぜそうしたのか、その背景に何があるのか細かい詳しいことはよくわかりません。クリスチャンの私たちはそれなりの事情があってそうなったのだろうと思いますが、結局それは彼が今、自分がやられていること、自分が置かれている環境や現実、それがもう自分はだめだと思うしかない状況だったのでしょう。そこで、「自分は不幸だ。自分は他の人と比べたときだめだ」という劣等感などを持つようになったと思います。なぜそうなるのでしょうか。もちろん大変だったと思います。でも、そこには本能的に、また世の中がつくりあげた本当の幸せへの基準というものがあったので、それを物差しにして考えたときに自然にまた本能的にそうなってしまうのです。でも、今日イエスさまは「それは本当はそうではない」とおっしゃっています。結局、よくよく考えてみると全部が肉的なレベルであって、うわべのものであって、永遠に変わらないものではない臨時的な内容です。そういったことでそれが幸せだと不幸だと決めつけることを聖書は許していません。私たちが勝手にそうしているだけです。それで、私たちの頭の中で考えている、また世の中で言われている負け組、勝ち組と言う基準、評価、内容は当てにならないものだと思います。聖書は今日そのような話をしています。それでイエスさまがこの世の中に来られたときにも勝ち組と思われていた人々からずっと悪口を言われていました。「メシヤならば、はっきり見分けがつくだろう、どっちにつくべきなのか。どっちが勝ち組なのか、負け組なのか見て当然はっきりわかるはずなのに、なぜ取税人、罪人、疎外されている者、捨てられたと思われている者ばかり相手にしているのか。あれはメシヤでも何でもない」といつも悪口を言われていました。彼らはいつもそのような基準を持っていました。今日、イエスさまのもとに集まって来ていた弟子たちに紛れて、それらの人たちも一緒にいたのです。弟子たちにおっしゃり、また彼らに向かってもおっしゃっています。今日のお話のポイントは結局、すべてを捨ててイエスさまを信じて、イエスさまについていった弟子たちに向かって、今まで世の中での幸せの基準というものがあって、周りの人々がいろいろなことを言っていたり思ったり、またあなたがたも何かを思って言われているかもしれません。でも、「実はあなたがたが幸せな者なのだよ」とイエスさまは言いたいのです。しかし、すんなりとそれが受け入れられないような背景などがありました。今までは世の中ではそういうわけにはいかなかったということでしょう。特に年末になりますと１年を清算しながら冗談半分で言う場合もありますが勝ち組、負け組と言う話が頻繁に出てくるようになります。何が本当の勝ち組で、何が本当の負け組なのでしょうか。みなさんはどう思っていらっしゃるのでしょうか。人々はそのように思っていてこの聖書の中にもそのように思う人がそこに来ていました。本当は弟子たちもそのような基準を未だにずっと持っていました。
２．イエスで人生の大反転
そこでイエスさまは弟子たちにおっしゃいました。「貧しいものが幸いです」と。今までの基準、今までの勝ち組、負け組の概念を一言で全部ひっくり返してしまいました。みなさんはたくさん聞いて、なんとなくよい話として頭の中に入力されているかもしれません。単純に「ああ、貧しいものは幸いです」ということではなく、これは爆弾宣言であり、革命的な発言であり、今までのすべての基準、当たり前になっていたものをどんでん返しするような、ひっくり返すような発言です。「そうではありません。あなたがたはそのように思っていたでしょう。今でも世の中はそれが通用しているかもしれません。もしかして、信仰を持っているあなたがたもそんな基準を持って勝ち組、負け組に分けられて、また優越感や劣等感やさまざまな気持ちに悩まされる人がいるのか。そうではありません。それはとんでもないことです。それはもうこれで終わりました」というようにひっくり返す、大どんでん返しです。それを漢字で言いますと反転です。人生のどんでん返しです。貧しいものが幸いです。理由は神の国はあなたがたのものだからです。イエスによって人生は大どんでん返しするということを覚えていただきたいと思います。今、飢えている者は不幸で悲しんで大変だと思っていたのに「飢えている者は幸いです。やがてあなたがたは満ち足りるから」とおっしゃいました。人生が逆転され、勝ち組負け組が逆転されることが起きるのです。どこでそれがあるのでしょうか。イエスによってです。今泣く者は大変だと思っていたのに「泣く者は幸いです。あなたがたは笑うから。何か憎まれる者、あなたがたは幸いです」とおっしゃいました。これは貧しいから幸いだとか、泣いていることが幸せという意味ではありません。イエスによって、今まで勝ち組負け組に分かれて優越感を感じたり「私は幸いです」「私はだめです」と「なぜ自分の人生は、なぜ自分の家庭は、自分の親は、自分の体はこんな状況なのか」と考え、健康な人は勝ち組で、障害を抱えている者、病気の人は負け組となっていましたが、それが全部ひっくり返されます。それが人生です。イエスによって人生どんでん返しが行われるようになります。
1） 負け組の飢え渇き
　それはなぜでしょうか。この貧しい者、泣くしかない悲しい人生を送っていた人々が、それが幸いではなくて、その負け組の人々の心の中に飢え渇きを覚えるようになり、人生何なのかと真剣に考えて自分の人生を見つめ直すようになる材料、きっかけになるので幸いなのです。うわべだけ肉のさまざまな条件、状況だけによって人生決められるような簡単なものではありません。人間は創造主の神によって創られた、この宇宙の被造物の中で唯一、たましいを持つ霊的な存在です。肉体を持って死んでしまうと土に戻る動物と同じような要素を持っていながら、同時に動物には絶対ないその体の中に永遠に死ぬこともなくならないたましい、神様がどのような方なのかわかり、神様を礼拝し、神様を信じる信仰を持って、神様の祝福を心からありがたく思って感謝することができる神のかたちに創られたものです。ですから、単純にうわべや肉体的な環境の条件などによって、勝ち組、負け組と決めつけられるような単純な存在ではありません。人は貧しいこと、なぜ泣くようになったのか、なぜ憎まれるようになったのか、その細かい理由は人それぞれでよくわかりませんが、それ自体は別に幸せでも良いことでもないでしょうが、問題はそこで「人生って何なのか」を考えるように心が謙虚にへりくだって、そして飢え渇きを覚えて、「なるほど。私がこのように貧しくて泣くしかない悲しい人生を送るようになったのは幸せの基であられる全能なる創造の神様を離れ、その神様を信じず、まるで魚が水から出たのと同じようになったのだね。私は本当は根っこから罪人だった」とその負け組の要素をとおして人生の本当の姿がキャッチできるようになれば、それが幸いだということです。その人たちは泣くことが良いことではありません。でも、それを通して「人生泣くしかない、そんなものなのか。神様の憐みと神様の愛と、神様の恵みの他には希望がない者なのだ」ということに気づくようになります。それで今までひっかかっていたあらゆるもの、頼りにしていたもの、いばっていたものなど、全部おろして「神様。神様の助け、神の恵み、神の祝福でなければ、私には希望がありません」しかし、私たちには罪があるので、神の恵みと神の祝福に、神の助けに預かることができません。そこで神様はできない私たちのために自ら神の恵みに預かることができはしごになる、それをつなぐことができるメシヤ、キリストを送ることにしたのです。だから、負け組の方は負け組だから幸いではありません。負け組であることによって、飢え渇きを覚えて神を見上げるようになり、神様の恵み、救いと助けにあずかる、メシヤ、キリストを必要とするようになります。それが幸いなのです。そのキリストがイエスであるということがわかって、イエスを信じて受け入れるようになります。それでイエスさまは「貧しいものは幸いです」とおっしゃられました。「貧しいから幸い」ではありません。つまり、私たちはうわべや肉体的な条件によって勝手に端的に人や人の人生の評価をしてはいけません。自分のことも他人のこともそうです。そして、今現在、負け組としか思えない状況、条件などを抱えて、いろいろなことを暗く考えている、あるいはうっぷんが溜まっている方々はそのように思ってはいけません。まだ、勝負はついていません。まだ、人生の勝負は終わっていません。イエスの前に立たないといけません。だから、自分の人生を暗い方向に持って行き、もうこれ以上だめだとあきらめて、あるいはうっぷんをどこかに晴らす、爆発するようなところに持って言ってはいけません。まだ、人生終わっていません。まだ、人生勝負ついていません。どんでん返しが待っています。逆に負け組の方が良かったかもしれません。そうでなかったら私たちは上を見上げて、天を見上げて神の存在など意識もせず、「もうこれでハッピーです。これで人生万々歳、ユートピアで人生勝利です」と自慢しながら頑張っていたかもしれません。でもそこに幸せはありません。イエスによって人生大どんでん返しが待っているということをぜひ覚えていてください。「私は生まれつき体の障害を持っているから」「私の子どもは生まれつき脳に障害がある」とか、まるで負け組のように人生をずっと生きていくか、あるいはそれを克服するために必死で頑張るようになったり、どちらにしろ、神経が破裂するようになります。そうではなくて、まだ勝負はついていないので勝手に評価しないでください。まだ、どちらが負け組なのか、どちらが勝ち組なのか決まっていません。イエスの前に立ってみないとわかりません。負け組だった方々が、その要素がその人に飢え渇きを覚えさせ、イエスを必要とするように、「イエスさま。正直、自分は今まで威張ってきました。人の前ではそうではないふりをしてきましたが、心の底のどこかで「負け組だ」という思いがあり、辛く暗い思い、希望のない思い、否定的な思いばかりで生きてきました。私にはイエスさまが必要です。本当にイエスさまが必要です。今まで神様を離れて何も知らずに、人生何が何だか知らずに生きてきて事故やトラブルばかりでした。イエスさまが必要です。自分で自分の人生を正しく生きて行けるような能力は自分にはありません。自分の力や能力では立ち向かうことができない問題が自分の中にはあるということに気づきました。イエスが必要です。イエスさま、イエスさまを信じたいです。イエスさまが必要です。それでイエスさまがおっしゃいます。「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」
２）イエスを信じると
それで負け組だったと思っていた人々が飢え渇きを覚え、イエスを必要としイエスさまを信じると、その人はどんでん返しが起きて神の国を所有するようになります。それから、満ち足りるようになるというのは本当の意味で、地上にあるものではなく、天にあるものによって豊かになり、真の安らぎを味わうようになり、泣いていたものは本当に人にはまねできない喜びの賛美をささげる人生に変わるようになり、いろいろ言われていた人々は、正しい預言者のように世の中を主人公として、世の中を世の光として生きるようになります。「あの人はだめだ」と言われていた者が人々を助ける人生に変わります。イエスによってこのようにひっくり返されます。
３）勝ち組の勘違いと高慢
しかし、自分は勝ち組だと勘違いしている者は、その勘違いと高慢によってイエスを信じません。別に勝ち組の要素が悪いわけではありません。でも、人間というものはだいたい自分が富み、余裕があり、うまくいって他の人より上に立ったときに、「それで良かった。私は勝ち組だ。私は成功して、私は幸せな者だ。これでよい」と思いがちです。決して良いことではありません。それなのに、勘違いとちょっとした富や、名誉、社会的な地位によって、これで人生ＯＫと高慢に捕らわれるようになります。富が問題ではありません。
4） イエスを信じないと
　イエスを信じないことが問題です。イエスがいらないとなると、結局、その富によってそこでストップし、笑っていたものは泣くようになります。それから、食べ飽きていた者は飢えるようになり、ほめられていた者は憎まれる者になるようなどんでん返しが起きて、ひっくり返されるようになります。そう言われています。イエスさまが来られていなければ話は別かもしれません。もちろん、正解はありませんが。でも、イエスが来られました。だから、人々が語って信じている幸せの基準は全部崩れます。ぜひ覚えてください。世の中で当たり前になっている勝ち組、負け組、才能がたくさんあって認められる者は勝ち組、あまり才能のないものは負け組、それは世の中の基準であり、まだ、勝ち組、負け組とは勝負がついていません。勝負はどこにあるのでしょうか。イエスにあります。負け組だから幸いではなく、負け組ということによって飢え渇きを覚えて、「なるほど、イエスが必要です」と言う人は、世の中で負け組と言われていても実は負け組ではなく、どんでん返しによってその人こそ勝ち組になるのです。他の人より恵まれて、他の人より才能があって、健康で、丈夫で、富んでいて、金持ちで、別にそれは悪くありません。でも、それによって「いや、ぼくはこれでもうＯＫです。僕は別に大丈夫だからイエスさまを信じるとかいうのは弱い者がやればいいことであって、私に入らない」となると、その人は負け組に転落します。世の中で勝ち組、負け組と分けられる違いどころではなく、天国地獄に分かれるようになります。だから、イエスの方で勝ち組、負け組の勝負はつきます。そのときまでは、どんな基準で何と言われようがそれはまだまだなはずです。勝手に決めつけて評価し、自分も他人も評価しないようにしてください。それから、そのような評価や何かの基準があるので苦しんでいる人、あるいは勘違いしうれしくて浮いている人、苦しんで悩んで暗くなっている人でも、そこに留まっていないように。どんでん返しが待っているわけですから。イエスの前に来て、負け組が勝ち組になって、勝ち組だと勘違いしていた人も気づいて、負け組にならないで本当の勝ち組に変わってほしい、それが神様の願いです。別に金持ちが貧しいものになることが神様の願いではありません。その人がお金がいっぱいあるからこれで人生大丈夫だと思っていれば、神様がその人を本当に愛しているのであればその人の富を全部奪い取り去ります。それで人生何なのか気づいて、何が必要なのかに気づくようにして、その人にイエスを受け入れるように導かれます。そのときに初めて勝ち組のラインに立つようになるのです。なんと幸いでしょうか。イエスが幸せの基準です。イエスによって世の中で幸せ、不幸、悲しみ、喜びなどはすべてどんでん返しがそこに待っているということをぜひ覚えてください。
３．イエスはキリスト
　イエスが基準です。なぜでしょうか。イエスは唯一キリストだからです。
１）神様に会える道
イエスだけが真の創造の神様と出会う道なのです。
２）サタンを打ち破る道
　イエスだけが私たちを目に見えないようにして人生をだめにし、富も名誉も健康も愛情もどんなによいことでも、勝ち組の材料になるどんなよいものでも勝つことができないサタン、悪魔を打ち破って勝利される道がイエスです。イエスはキリストです。人生そんなに単純ではありません。私たちもできるだけ成熟した信仰者になるというのは別に金持ちになるのがだめではありません。どんどん金持ちになってください。だからといって、「私は大丈夫、幸せだ」と慕っていきますとそれはものすごく低いレベルです。神様から与えられているお金や健康やエネルギーはこれから別のところに有効に使われるように与えられたものです。自分の幸せのために与えられているものではありません。幸せとは関係ありません。逆に言うと貧しいことがいいわけではありませんが、貧しいからと言って幸せではないと思う必要はまったくありません。そこでも十分、幸せに暮らすことができるしどんでん返しがもう起きたので、そこから正しい意味での成功を目指して私たちはチャレンジすることができるのです。神様が導かれるでしょう。イエスによって勝ち組、負け組のどんでん返しが起きます。人生のすべての面において。なぜならば、イエスはキリストだからです。もし、イエスがキリストでなければこのようなことは言えません。イエスさまが今日おっしゃいました内容はイエスによってすべて勝ち組、負け組がひっくり返されたという話です。勘違いしないように。誤解しないように。まただまされないように。
３）罪と呪いから解放される道
　イエスだけが私たちを滅ぼす罪と呪いから解放される道です。言葉を変えると人間的に勝ち組だと勘違いすることによってイエスがいらないとなると、その人は永遠にいのちのない暗やみをさまよい続けるようになるし、サタンの奴隷として罪と呪いに捕らわれ、永遠に滅びる運命に捕らわれて生きていくしかありません。どこが勝ち組でしょうか。本当の勝ち組、本当の負け組がどこなのかということです。何が本当の幸せなのか、どこに幸せがあるのか、だれが幸せなのか、ビル・ゲイツ氏が幸せでしょうか。どっちが幸せでしょうか。
結論
今日、礼拝をささげている皆さんはもう２０１１年もそろそろ終わりに近づいています。毎年、同じでしょうがこれから私の状況が良くなる場合も、あるいは悪くいく場合もあります。「それらのことにかまいなく自分はいつまでも幸せな者です」と確信を持って叫ぶことができる、その部分によって揺れることが無いような確認と確信をぜひ持ってください。なぜかというと、今日のイエスさまがおっしゃっている意図がそれなのです。当時、イエスさまのところに集まってきている弟子たち、そして、それを見てあざけっていたパリサイ人、律法学者、ユダヤ人たちと比べると、今、私たちが見たとしても言うまでもなく向こうの方が勝ち組なのです。イエスさま自らが「人の子は寝る場所もありません」とおっしゃるくらいで、弟子たちは一番下っ端のガリラヤの漁師出身であり、あるいは指差されるような仕事の人間、売春婦、こういった人々ばかりです。ですから、勝ち組、負け組と分けて考えたときには、イエスさまのほうに来ている人がずっと負け組です。そのような状況の中で爆弾宣言をされました。だからといって、漁師出身だから幸せ、売春婦だから幸せという意味ではありません。今、イエスが基準です。あなたがたは負け組の飢え、渇きによって、イエスに従ってついていくことになったのではないか。彼らはずっと離れて様子を見ながらすべてを悪い方向で見ていました。「なぜあんなことをするのか」イエスさまが正しいことをしていても、「なぜ安息日にそんなことをやっているのか。なぜ、あんな貧乏ばかりと付き合っているのか」と何もかも白目で見ていました。なぜでしょうか。彼らは勝ち組だという自慢があったからです。そんな状況の中でイエスさまが「あなたがたは幸いです」とおっしゃいました。理由は貧しいからではなくて、それをきっかけにイエスを信じるようになったのではないか。そこに幸せがある。人間はそこに本当の幸せ、祝福があるものです。人は神様に会わない限り、神様を信じない限り、神様の祝福が無い限り本当の幸せはありません。もし、負け組的な要素によって今まで劣等感を覚え、悩んで悲しんでいたならば、それをこれから全部捨ててください。それは違います。それから、全人類に向かっておっしゃっています。負け組、勝ち組、いろいろな話があります。イエスさまは今もおっしゃっています。「まだ勝負ついていません」と。それで私たちに向かって「地の果てにまで行ってこのことを伝えなさい。今も、勝ち組、負け組で人生ごじゃごじゃしている人に、まだ勝負はついていないよ」とそこで本当の幸せ、キリスト、イエスを伝えるよう今もおっしゃっています。だから、まず私たちがこのことをはっきりと理解して「イエスが基準だ。私が障害者であっても、才能がまったくなくても、そして、めちゃくちゃな家庭環境で育ち、愛情欠如で育っていた者であり、実際、貧しくて栄養失調にかかりながら育っていた者、途中でいろいろな悪いことに遭遇した人生であっても関係なく、イエスを信じて受け入れた私こそ勝ち組だ。高慢にはなれない勝ち組だ。私は幸いで、私は幸せです。だれが私のことを負け組というのか。私は幸せな者です」自分がまず真の幸福者、幸せな者である確信を持ってください。「あなたのたましいが幸いであるようにすべての面で幸いであり、健康であることを祈る」と勧めたように、まず皆さんのたましいが幸いで、幸いな存在でそれをスタートにして、すべての面で幸いの証拠が、また健康においても幸いの証拠が現れるようになるでしょう。それゆえ、まず自分がイエスによって本当の勝ち組だという確信を持つようにしてください。皆さんの頭の中、脳細胞、神経、思い、心、そこにある色やニュアンスを全部、変えてください。ごじゃごじゃへんなもの、うつになるようなもの、否定的なほうに持って行くもの、全部抜いてください。何があっても明るいもの、良いものだけを。２部の礼拝でも申し上げますが、このような存在なのに何か現実でちょっとした問題があれば、また昔に戻ってしまうのです。それさえなければよいです。その壁さえ崩していれば、神様が備えられている本物の幸いなものために用意していらっしゃる祝福の門が開かれるようになります。私の力とは全く関係ありません。どんな条件でも、何ごとでもみなさんを見下して見るようなことにしてはいけません。それは私たちの幸せとは関係ありません。それでイエスにあって幸せな者だと確信を持って、それからは日々、わざわざその幸せを思い起こして数えながら味わってください。今まで慣れていないですが、日々です。それが私たちには必要です。勉強も、運動も必要でしょうが、その前に、たましいが幸いであるということを思い出して、すべての面にその力を持って対処していくために、たましいが幸いであるということを思い出し、それを数えながら喜んで味わってください。どれほど味わえば良いでしょうか。「感謝だな。本当に私は幸せな者なのだな」と告白できるまでです。別に何かをやるわけではなく、与えられている幸せを味わうようにしてください。それで残りの生涯、一番初めに申し上げましたように金持ちになるために、子育てのために何かのため、自分の才能を極めて花を咲かすためにではなく、この真の幸福の伝道師として、幸福伝道師として、残りの生涯を生きていきましょう。なぜそれができないかというと、自分で幸せを噛みしめていないからです。自分がもうすでに幸せが自分のものであり、もう来ているという確信がないからです。なぜないのでしょうか。幸せの基準が、勝ち組、負け組の基準が、世の中のものそのままなのです。どんでん返しは起こらないといけません。イエスによって人生大どんでん返しが起きます。だから、今も勝負はついていないので、これだあれだとごちゃごちゃ言っている人々に、ここに人生のどんでん返しがあります。人生の勝負はイエスです。勝負はここです。皆さんが幸せな人です。ぜひ感謝とともに味わってください。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。私たちは何が幸せなのかも知らずに勝手な基準を持って振り回されていました。そこに私たちの脳細胞や心に様々な傷が残っています。どうか今日のみことばをとおしてそれを癒してくださり、聖霊様がみことばをもって一人一人の心の中に働いてください。それでイエスが幸せの基準であり、そこに勝負があること、勝手に勝負を決めつけていたすべてをひっくり返し、イエスの前に、イエスによって人生の大どんでん返しの約束を握ってイエスの中にいる自分が本物の幸せな人なのだということを、感謝と確信を持って日々、味わって喜ぶことができるように兄弟姉妹を祝福して導いてください。幸福の伝道師として残りの生涯を導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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